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四
面	

大
学
文
書
館
へ
行
こ
う　
第
20
回

五
面	

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　
第
５
回

八
面	

北
大
生
協
き
ぼ
う
の
虹
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
!!

北
海
道
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

事
業
推
進
部
門
教
授
加
藤
　
　
悟

井
上
　
高
聡

北

海

道

大

学

大

学

文

書

館

学
の
学
生
、
特
に
大
学
院
生
の
活
動
や

研
究
を
も
っ
と
市
民
の
皆
様
に
身
近
に

感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
地
下

歩
行
空
間（
チ
カ
ホ
）や
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

と
い
っ
た
学
外
の
会
場
で
実
施
。
博
士

課
程
学
生
の
研
究
発
表
ポ
ス
タ
ー
や

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
大
盛
況
と
な

り
、
学
生
の
研
究
ポ
ス
タ
ー
投
票
に

は
、
初
年
度
か
ら
な
ん
と
１
，０
０
０
件

以
上
の
一
般
投
票
が
あ
り
ま
し
た
。
翌

２
０
２
３
年
は
北
海
道
と
札
幌
市
、
さ

ら
に
他
大
学
か
ら
も
参
画
依
頼
が
あ
り
、

東
京
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
展
し
ま
し
た
。

学
生
の
研
究
発
表
の
場
、
そ
し
て
研
究

と
社
会
が
気
軽
に
繋
が
る
こ
と
が
で
き

る
場
の
創
出
を
目
指
し
、
２
０
２
４
年

も
東
京
と
札
幌
で
開
催
予
定
で
す
。

北
海
道
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と

先
端
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
。
ど
ち
ら

も
、
北
海
道
大
学
の
学
生
に
「
キ
ャ

リ
ア
支
援
」「
就
職
支
援
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
学
部
か
ら
博
士
ま
で
一
貫

し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
提
供
す
る
」
た

め
、
個
別
キ
ャ
リ
ア
相
談
や
合
同
企
業

説
明
会
、
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
就
職
活
動
で
相
談
ご

と
が
あ
る
学
生
組
合
員
の
皆
様
、
ぜ
ひ

両
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
北
大
で
は
学
生
が
所
属

す
る
各
部
局
等
で
の
支
援
に
加
え
、

様
々
な
組
織
が
主
体
と
な
り
、
多
様
な

「
キ
ャ
リ
ア
支
援
」「
企
業
と
連
携
し
た

教
育
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
２

年
程
、
学
内
外
か
ら
非
常
に
多
く
の
ご

依
頼
が
あ
る
の
が
、
本
学
大
学
院
生
と

地
域
や
企
業
と
の
交
流
の
場
の
創
出
で

す
。
新
し
く
北
大
の
特
色
に
な
っ
て
き

た
と（
個
人
的
に
は
）思
え
る
大
学
院
教

育
推
進
機
構
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

① 

北
大
と
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

成
長
！
北
海
道
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
・

フ
ェ
ス
タ

主
催
の
大
学
院
教
育
推
進
機
構
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
函
館
キ
ャ
ン

パ
ス
ス
タ
ッ
フ
で
協
力
し
て
開
催
し

て
い
る
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

２
０
２
２
年
12
月
に
初
開
催
し
、
約

１
万
人
を
動
員
し
ま
し
た
。
北
海
道
大

② 「
共
同
研
究
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

の
新
設

北
海
道
に
あ
る
高
度
人
材
育
成
機
関

で
あ
る
北
大
。
特
に
博
士
学
生
の
課
題

解
決
能
力
を
道
内
企
業
と
繋
ぐ
取
組
と

し
て
新
設
し
ま
し
た
。
企
業
の
実
際
の

経
営
・
事
業
課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

可
能
と
し
た
こ
と
で
、
２
０
０
名
を
超

え
る
学
生
が
説
明
会
に
参
加
。
74
名
の

大
学
院
生
が
道
内
22
企
業
の
経
営
課
題

の
解
決
に
挑
戦
を
始
め
て
い
ま
す
。

③ 

博
士
人
材
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
事
業
、

発
信
強
化
　
等
…

博
士
課
程
学
生
が
様
々
な
社
会
連

携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
活
動
を

認
定
し
た
り
、
企
業
や
自
治
体
と
学

生
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ラ
ジ
オ

番
組
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
学
生
が
研
究
へ
の

思
い
を
発
信
で
き
る
場
の
創
出
な
ど
、

社
会
と
の
繋
が
り
や
学
び
を
勉
強
・
研

究
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
企
画
を
複
数

新
設
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
新
し
い
挑
戦
で
す
が
、
北

大
の
複
数
の
部
署
が
連
携
し
て
取
組
む

こ
と
で
実
現
で
き
て
い
ま
す
。
北
海
道

の
地
域
中
核
大
学
と
し
て
、
そ
し
て
世

界
で
活
躍
す
る
学
生
が
学
ぶ
大
学
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
学
生
と
社
会
を
繋
げ

る
新
し
い
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Opinion!

北海道大学の学生と社会の北海道大学の学生と社会の
共創の場の創出共創の場の創出
～北大の思いと取組み～～北大の思いと取組み～

北海道大学高等教育推進機構
キャリアセンター
副センター長
大学院教育推進機構
博士人材育成部
特任講師

川上　あき

北海道大学サイエンスフェスタ
博士課程学生の研究発表ポスター会場
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いじわるじいさん
居
酒
屋
の
店
主
が「
募
集
し

て
も
誰
も
来
な
い
」と
愚

痴
る
。
食
堂
の
レ
シ
ー
ト

に「
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
中
」

の
文
字
。
人
手
不
足
は
深

刻
だ
▼
技
能
実
習
生
だ
っ

た
ベ
ト
ナ
ム
人
チ
ャ
ー
・

ミ
ー
さ
ん
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

５
年
前
英
国
で
、
ト
ラ
ッ

ク
の
コ
ン
テ
ナ
か
ら
遺
体

で
発
見
さ
れ
た
。
日
本
で

３
年
間
働
き
帰
国
。
４
カ

月
後
、
高
賃
金
を
求
め
密

入
国
を
試
み
た
結
果
だ
っ
た
▼『
エ

ス
ニ
ッ
ク
国
道
３
５
４
号
線
』（
室
橋

裕
和
著
）は
、
群
馬
か
ら
茨
城
へ
の

国
道
沿
い
の
町
に
集
ま
る
外
国
人
労

働
者
の
姿
を
追
っ
て
い
る
。
工
場
や

農
場
が
多
く
、
外
国
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
で
き
て
い
る
。
閉
店
だ
っ
た

店
が
多
国
籍
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
変

わ
り
、
観
光
の
目
玉
に
な
っ
て
い
る

町
、
技
能
実
習
生
の
低
賃
金
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
所
…
。
い
ず
れ
も

彼
ら
な
し
に
は
、
地
域
産
業
が
成
り

立
た
な
い
実
態
が
あ
る
▼
チ
ャ
ー
・

ミ
ー
さ
ん
は
続
け
て
働
け
た
の
だ

が
、
彼
女
が
選
ば
な
か
っ
た
日
本
の

技
能
実
習
制
度
。
そ
れ
に
代
わ
る
育

成
就
労
制
度
が
２
年
前
か
ら
有
識
者

会
議
で
議
論
さ
れ
て
い
た
▼
自
国
を

出
て
働
き
た
い
人
が
い
て
、
人
手
不

足
の
国
が
あ
る
。
互
い
を
尊
重
し
つ

つ
共
に
暮
ら
せ
る
制
度
に
な
る
こ

と
を
切
望
し
て
い
た
が
、
６
月
国
会

で
、
育
成
就
労
制
度
も
含
む「
改
正

出
入
国
管
理
法
」が
、
問
題
含
み
の

ま
ま
成
立
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
裏
金
問

題
に
隠
れ
て
、
国
会
の
議
論
が
よ
く

見
え
な
か
っ
た
。
今
後
は
同
法
の
運

用
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。�

（
今
日
子
）

2024年度2024年度  通常総代会を開催しました通常総代会を開催しました

︿
理 

事 

長（
代
表
理
事
）﹀
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史

︿
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︿
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﹀
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コ
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介
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輝
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綸

　
　

羽　

木　

康　

祐

　
　

松　

田　

和　

歩

　
　

山　

下　

匡　

隆

　
　

渡　

邉　

稀　

羅

︿
監
事
会
議
長
﹀

　
　

芳　

賀　
　
　

永

︿
監
　
　
　
事
﹀

　
　

岡　

野　

泰　

樹

　
　

中　

村　

拓　

也

　
　

山　

﨑　

瞳　

子

２
０
２
４
年
度役

員
名
簿

報
告
書
に
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

討
論
後
、
議
案
に
対
す
る

採
決
を
行
い
、
全
議
案
を
賛

成
多
数
で
承
認
、
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
役
員
選
挙
は
立
候
補
が

無
か
っ
た
た
め
定
数
内
の
理
事

会
推
薦
者
全
員
の
当
選
が
役
員

選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
報
告
さ

れ
、
下
記
の
役
員
の
就
任
を
確

認
し
、
以
上
を
も
っ
て
す
べ
て

の
議
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
は
総
代
参
加

者
は
ク
ラ
ー
ク
食
堂
に
移
り
、

軽
食
を
と
り
な
が
ら
総
代
同

士
、
生
協
職
員
と
も
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

累
積
赤
字
は
１
億
４
千
万
円

余
り
と
な
り
、
厳
し
い
経
営
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨
年
の

総
代
会
で
決
定
し
た「
北
大
生

協
三
カ
年
再
生
計
画
」に
沿
っ

て
経
営
再
建
に
取
り
組
み
ま

す
。
組
織
課
題
の
４
つ
の
ポ
イ

ン
ト
、
事
業
課
題
の
５
つ
の
ポ

イ
ン
ト
を
着
実
に
執
行
し
、
赤

字
の
解
消
を
す
す
め
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
組
合
員
の
み
な

さ
ま
に
も
、
よ
り
一
層
、
総
代

会
議
や
総
代
の
つ
ど
い
、
店
舗

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
組
合
員
の
声

カ
ー
ド
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
通
じ
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き

「
北
大
の
中
に
あ
る
私
た
ち
の

生
協
」と
実
感
を
持
て
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
み
な
さ

ま
の
積
極
的
な
ご
意
見
と
参
画

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５
月
22
日（
水
）ク
ラ
ー
ク
会

館
講
堂
に
お
い
て
、
北
大
生
協

２
０
２
４
年
度
通
常
総
代
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
１
６
４
名（
本
人
出
席

６
０
名
、
書
面
出
席
１
０
４

名
）の
参
加
に
よ
り
、
す
べ
て

の
議
案
が
賛
成
多
数
で
決
定
承

認
い
た
し
ま
し
た
。

議
長
に
佐
藤
さ
ん（
法
学
部

３
年
）を
選
出
し
、
坂
爪
理
事

長（
農
学
研
究
院
教
員
）が
生
協

理
事
会
を
代
表
し
て
挨
拶
し
ま

し
た
。
続
い
て
渡
邉
常
務
理
事

（
農
学
部
３
年
）と
齋
藤
専
務
理

事
よ
り
第
１
～
４
号
議
案
を
提

案
、
芳
賀
監
事
会
議
長（
先
端

生
命
科
学
研
究
院
教
員
）が
監

査
報
告
を
行
い
、
質
疑
、
討
論

に
入
り
ま
し
た
。
総
代
か
ら
２

本
の
発
言
が
あ
り
、
齋
藤
専
務

理
事
よ
り
回
答
し
ま
し
た
。
そ

の
他
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
や
質
問
に
つ
い
て
は
後
日

２
０
２
４
年
度
通
常
総
代
会

は
５
月
22
日（
水
）開
催

２
０
２
３
年
度
を
振
り
返
り
、

２
０
２
４
年
度
の
計
画
と
予

算
を
決
定
し
ま
し
た

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
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北海道大学大学院理学院  自然史科学専攻  地球惑星システム科学講座
日本学術振興会  特別研究員DC2

博士2年  大藪  隼平

出発日の５/30は目まぐるしい１日だった。期待と不安に胸を
かなり膨らませ、成田空港で搭乗手続きを済ませる。調査道具や
衣服、生活用品ではち切れそうなボストンバッグとスーツケース
がベルトコンベアに乗せられ運ばれていく。モンゴルに行くのは
３回目だが、今回はちょっと違う。12月まで約７ヶ月、首都ウ
ランバートルのモンゴル科学アカデミー古生物学研究所（写真１）
にて恐竜の研究を進めながら、自力で生活していかないといけな
い。海外に長期滞在するのは初めてだし、異国の地でどこまで
やっていけるのだろうか・・・。不安の方が大きくなりつつ、保
安検査場を通過し、搭乗ゲートへ向かった。

５時間半ほどでチンギスハーン国際空港に無事到着した。研究所の方にウラ
ンバートルの中心地まで送迎してもらい、あらかじめ契約していたアパートに
到着した。このアパートは入居者それぞれの個室（写真２）と共同のキッチン、
バスルームがあるシェアハウス型であり、すでに中国の方が３人生活されてい
た。僕の留学生活は、その中にうまく溶け込む形ではじまった。荷物を自分の
部屋に収納し、ひと段落したとき、いよいよだな、と実感が湧いた。思えば留
学するまでの準備も大変だった。

留学しようと思い立つのは簡単だが、実行に移すのはそう簡単ではない。情報収集から考えると、少なく
とも準備に数ヶ月はかかり、ビザの取得だけでもいくつかのプロセスを踏む必要がある。まず、研究所の所長
に留学について許可をもらい、研究計画書を相談しながら作成する。次に、モンゴル国の外国人・国籍問題担
当行政機関に必要書類（研究計画書、十分な収入の証明書、健康診断書など）を添えて、僕を招待する形でビ
ザ発給の許可申請をしてもらう。ビザ発給の許可が出れば、駐日モンゴル国大使館にパスポートと申請書を提
出し、うまくいけば長期滞在ビザが発給される。これだけでもなかなか大変な作業なのだが、並行して研究所
近くのアパートを探したり、海外保険に加入したり、海外渡航のためのワクチンを接種しておいたり、研究に
必要な備品を発注したり、と大忙しである。また、それに伴ってそれなりの留学費用もグッとのしかかってく
る。学生の僕からすれば、これほどお金と労力のかかる留学は人生を賭けた一大イベントであるし、それだけ
本気で自身の研究に向き合っているのである。

そんな僕がお世話になっている、モンゴル科学アカデミー古生物学研究所
（写真１）を簡単ではあるが紹介する。この研究所は貴重かつ科学的に重要な古
生物化石を豊富に所蔵している、世界でも有数の研究機関である。もちろん、
モンゴルにおける恐竜研究の中心地である。研究所の化石クリーニング室で
は、発掘調査で発見された化石が日夜クリーニングされており、岩石から綺麗
に取り出されている。床には化石を包む石膏ジャケットがゴロゴロと転がって
おり、クリーニングを待ちこがれている。収蔵庫には、写真でしか見たことな
いような貴重な化石が所狭しと保管されている。正直、圧巻である。恐竜研究
にもってこいの、最高でクールで素晴らしい環境で研究生活を送れるなんて、
こんな贅沢なことがあるだろうか！どうやらあるらしい。この原稿を執筆して
いる現在、本物の化石に囲まれながら、恐竜の化石をモクモクとクリーニング
し、研究を進めている（写真３）。夢心地であるが、現実なのである。気を引き
締めて、留学生活を送っていきたい。� （次々号につづく）

恐恐竜竜研研究究ででモンモンゴゴルル留学留学
〜留学生活のはじまり編〜〜留学生活のはじまり編〜

【写真１【写真１】】モンゴル科学アカデミー古生物学研究所の外観モンゴル科学アカデミー古生物学研究所の外観

【写真２【写真２】】アパートの自室。ベッド、デスク、アパートの自室。ベッド、デスク、
冷蔵庫のあるシンプルな部屋である。冷蔵庫のあるシンプルな部屋である。

【写真３【写真３】】恐竜の化石をクリーニングする筆者。丁寧に恐竜の化石をクリーニングする筆者。丁寧に
周りの岩石を取り除いていく、根気のいる作業である。周りの岩石を取り除いていく、根気のいる作業である。
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大学文書館大学文書館へへ
行行こうこう

に
対
置
し
て
い
た
医
学
部
基
礎
棟
と

臨
床
棟
（
附
属
医
院
）
な
ど
で
す
。

恵
迪
寮
は
北
十
六
条
に
あ
り
、
こ
の

建
物
は
今
は
一
部
が
「
北
海
道
開
拓

の
村
」
に
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
の
高
等
教
育
推
進
機
構
の
あ
た
り

は
グ
ラ
ン
ド
、
北
キ
ャ
ン
パ
ス
を
形

成
し
て
い
る
北
十
八
条
以
北
は
農
場

の
敷
地
で
す
。
ま
た
、
北
大
通
り
に

は
市
電
が
走
り
、
農
場
か
ら
西
側
は

手
稲
山
ま
で
広
野
の
よ
う
に
土
地
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
描
か
れ

た
多
く
の
建
物
は
、
一
九
六
〇
年

代
あ
た
り
ま
で
は
面
影
を
残
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
し
だ
い
に

姿
を
消
し
、
建
物
の
建
て
替
え
が

進
み
ま
し
た
。

一
二
〇
年
の
歴
史
を
織
り
込
ん
だ

札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス

北
海
道
大
学
の
前
身
札
幌
農
学
校

が
、
演
武
場
（
現
札
幌
市
時
計
台
）

の
あ
っ
た
札
幌
駅
南
側
か
ら
、
現
在

の
地
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
し
た
の
は

一
九
〇
三
年
で
す
。
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
は
一
二
〇
年
の
歴
史
を
有
し
ま

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
く
と
、
移
築

は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
札
幌
農
学

校
開
校
間
も
な
い
時
期
の
農
場
施
設

が
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
時
の
洒

落
た
建
物
が
残
り
、
戦
前
の
重
厚
な

建
築
が
見
ら
れ
、
高
度
経
済
成
長
期

に
建
て
替
え
ら
れ
た
建
物
が
な
お
現

役
で
、
近
年
の
機
能
的
な
高
層
建
物

も
目
立
ち
ま
す
。
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス

に
は
一
二
〇
年
の
歴
史
が
重
層
的
に

併
存
し
て
い
ま
す
。

か
っ
た
り
、
資
料
見
学
会
な
ど
で
短

時
間
飾
っ
た
後
も
虫
干
し
と
風
通
し

を
兼
ね
て
し
ば
ら
く
掛
け
っ
ぱ
な
し

に
し
て
あ
る
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

「
北
海
道
帝
国
大
学
全
図
」

そ
ん
な
会
議
室
住
ま
い
の
資
料
の

一
つ
に
「
北
海
道
帝
国
大
学
全
図
」

が
あ
り
ま
す
。
横
二・五
メ
ー
ト
ル
、

縦
一・
四
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
も
の

で
、
ガ
ラ
ス
の
入
っ
た
重
厚
な
額
と

も
ど
も
か
な
り
の
重
量
が
あ
り
、
移

動
が
大
変
な
た
め
会
議
室
の
壁
に
固

定
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
九
〇
年
以

上
前
、
一
九
三
二
年
製
作
の
油
彩
画

で
す
。
油
彩
画
と
言
っ
て
も
色
彩
は

モ
ノ
ト
ー
ン
で
す
。
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
の
南
東
側
か
ら
北
西
側
に
向
か
っ

て
俯
瞰
す
る
よ
う
に
描
い
て
い
ま

す
。
建
物
の
配
置
図
の
よ
う
に
真
平

面
で
は
な
く
、
航
空
写
真
ほ
ど
の
高

会
議
室
の
資
料
た
ち

大
学
文
書
館
の
会
議
室
は
、
会
議

や
打
ち
合
わ
せ
の
他
に
、
閲
覧
室
の

代
用
、
資
料
見
学
会
、
レ
ク
チ
ャ
ー

の
会
場
と
、
い
ろ
い
ろ
の
用
途
に
重

宝
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
寄
贈
受
け

た
ば
か
り
の
資
料
の
一
時
置
き
場
に

も
な
り
、
現
在
は
半
澤
家
寄
贈
の
半

澤
洵
博
士
の
胸
像
、
理
学
部
物
理
学

科
素
粒
子
論
研
究
室
か
ら
寄
贈
を
受

け
た
ダ
ル
マ
を
仮
置
き
し
て
い
ま

す
。
か
つ
て
正
門
に
掛
か
っ
て
い

た
「
北
海
道
大
学
」
門
標
、
創
基
百

周
年
を
祝
賀
す
る
提
灯
行
列
で
使
用

し
た
「
北
大
百
年
」
提
灯
も
置
い
て

い
ま
す
。
壁
に
は
、
岩
倉
具
視
揮
毫

の
「
演
武
場
」
扁
額
、
遠
友
夜
学
校

旧
蔵
の
新
渡
戸
稲
造
の
書
な
ど
を
掛

け
て
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
に
サ
イ
ズ

が
大
き
い
の
で
収
蔵
庫
に
収
め
づ
ら

大
学
文
書
館
で
は
、
こ
の
夏
か

ら
二
階
展
示
回
廊
で
パ
ネ
ル
展
示

「
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
く
～
あ
の

時
あ
の
場
所
、
今
昔
～
」
を
実
施

し
ま
す
。
正
門
、
古
河
講
堂
、
ク

ラ
ー
ク
像
、
ポ
プ
ラ
並
木
、
工
学

部
、
恵
迪
寮
、
第
二
農
場
な
ど
ポ

イ
ン
ト
を
絞
っ
て
、
写
真
や
図
で

キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
・
風
景
・
雰

囲
気
の
変
遷
を
紹
介
し
ま
す
。
ま

た
、
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
も

パ
ネ
ル
に
し
て
い
ま
す
。

九
〇
年
前
の
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
図

や
パ
ネ
ル
展
示
で
予
習
を
し
て
、
実

際
に
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
一
二
〇
年
の

歴
史
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

理学部物理学科素粒子論研究室旧蔵のダルマ理学部物理学科素粒子論研究室旧蔵のダルマ
科学最奥の知の追究は神頼み？科学最奥の知の追究は神頼み？

度
か
ら
の
視
点
で
も
な
い
た
め
、
当

時
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
を
立
体
的

な
ジ
オ
ラ
マ
を
見
る
よ
う
に
把
握
で

き
ま
す
。
現
在
と
比
較
し
て
キ
ャ
ン

パ
ス
の
変
遷
を
説
明
す
る
の
に
た
い

へ
ん
便
利
で
す
。

「
旧
林
学
教
室
」（
古
河
講
堂
）

や
、
昨
年
か
ら
ワ
イ
ン
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
棟
と
な
っ
た
「
旧
昆
虫

学
・
養
蚕
学
教
室
」、
北
海
道
大
学

出
版
会
な
ど
が
使
用
し
て
い
る
「
旧

図
書
館
閲
覧
室
・
書
庫
」、
総
合
博

物
館
と
し
て
お
馴
染
み
の
「
理
学
部

本
館
」
な
ど
の
現
有
建
物
を
確
認
で

き
ま
す
。
中
央
ロ
ー
ン
や
ポ
プ
ラ
並

木
、
目
を
凝
ら
す
と
ク
ラ
ー
ク
胸
像

も
描
き
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
現
在
で
は
見
ら
れ
な
い
の

は
、
学
科
ご
と
に
独
立
し
て
い
た
以

前
の
農
学
部
の
建
物
群
、「
白
堊
館
」

と
し
て
親
し
ま
れ
た
旧
工
学
部
建

物
、
北
十
三
条
通
り
を
挟
ん
で
南
北

「北海道帝国大学全図」（一九三二年、部分）「北海道帝国大学全図」（一九三二年、部分）
正門から中央ローン・農学部教室あたり正門から中央ローン・農学部教室あたり

大学文書館二階展示回廊パネル展示の見学風景大学文書館二階展示回廊パネル展示の見学風景
近日公開予定近日公開予定

第20回第20回
「札幌キャンパス一二〇年」「札幌キャンパス一二〇年」

北海道大学大学文書館　北海道大学大学文書館　井上　高聡井上　高聡
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SDGsは17のゴール、169のターゲットで構成されており、2030年を目標年にしたものであるが、折り返し
地点を越えた今、目標を達成することはかなり難しい状況になっている。
SDGsは2015年に国連において全会一致で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」の一部で
あり、17のゴール等は具体的なアクションを行うための事例と理解する方がよい。しかも17の目標は独立して
いるわけではなく、相互関係（リンケージ）を持っている。一つの目標が進むと、他の目標も進んでいき、連鎖的
に複数の目標が進んでいるような現象はSDGsドミノと呼ばれている。
有名な例としては、世界食糧計画（WFP）の「学校給食プログラム」
がある。これは、学校で給食を出すことで、子供の栄養状態が改善
され、多くの子供が学習できるようになる。さらに、給食の材料を周
囲の農家から買うことで地域の経済も向上し、教育が行き届くことで
雇用機会も増加するというものである。
リクル ートホ ー ル ディン グ ス は、 報 告 書「Recruit�Group�
Profile:Inside�Out�2020」において、「目標10「人や国の不平等を
なくそう」をドミノの１つ目に置くことで、より大きなインパクトを生む
とし、ドミノのような連鎖反応を起こして社会的な成果につなげてい
くことを意図し、目標に取り組んでいきます」と発信している（図）。リ
クルートのビジネスは、個人と企業をつなぐというミッションをSDGs
で表現した好例といえる。
さらにSDGsの前身であったMDGsが「国際社会の支援を必要とする課題」を示し、国際支援の重要性を訴え
てきたことを忘れてはならない。SDGsは、各国の事情があるので、まずは自国のSDGs的な課題を認識し、地
球上の全員で取り組もうということだったが、経済的に取り組みが遅れている国や地域には支援が欠かせない。
支援で何をしていくかという時に、支援を受ける側は自分たちのSDGsリンケージを明らかにしておくと、高いコ
ストパフォーマンスを得ることができる。たとえば、小児予防接種のためのワクチン接種を支援することで、接
種する医師も増え、衛生教育が普及し、女性への教育も進むことが期待されている。
SDGsのリンケージを見極めた上で、効果の高いところに重点的に資金を投じたり、支援を実施するという計
画を作ることに、数多くあるSDGsはとても役に立っているのである。

SDGs
「SDGsの17のゴール、169のターゲットは多すぎるわけではない」

北海道大学SDGs事業推進部門　教授　加藤　悟

連載 第5回

クラーク４月一般書ランキング
書名 著者名 出版社 書名 著者名 出版社

1 会社四季報業界地図
2024年版 東洋経済新報社 6 変な家 雨穴 飛鳥新社

2 三体 劉慈欣 早川書房 7 魔女狩りのヨーロッパ史 池上俊一 岩波書店

3 アイヌもやもや 北原
モコットゥナシ 303�BOOKS 8 人間性の進化的起源 ケヴィン・

レイランド 勁草書房

4 オッペンハイマー�上 カイ・バード 早川書房 9 なぜ働いていると本が
読めなくなるのか 三宅香帆 集英社

5 これが本当のWebテストだ！
１　2026年度版 SPIノートの会 講談社 10 バッタを倒すぜ

アフリカで
前野ウルド
浩太郎 光文社

クラーク書籍便り
Vol.19

「アイヌもやもや」は北大教
員の新刊で、著者推薦の関連
書も動いています。「なぜ働い
ていると本が・・」は読書人
永遠のテーマ（？）、日本人の
仕事と読書の変遷をたどり、
日本の労働の問題点を剔出。
あらゆる趣味人にオススメ
です。
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

渡邊　誠

                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

こころの
健康を考える 85

ほ
け
ん
の
お
話

ほ
け
ん
の
お
話

北海道協同保険サービス 生協会館店1階　　　（平日）11：00～17：00 （閉店～土・日･祝･年末年始）
TEL 011-726-0441　　FAX 011-746-9065　　Eメール hoken.cls@univ.coop

大
学
で
心
理
支
援
の
専
門
家
を
養
成
す
る
た
め
の

入
門
授
業
を
担
当
し
て
い
て
、
様
々
な
問
題
を
抱
え

て
や
っ
て
く
る
人
た
ち
と
心
理
専
門
家
と
の
関
係
を
、

実
感
と
し
て
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
本
は
な
い
か

と
考
え
て
い
て
、
思
い
当
た
っ
た
の
が
こ
の
二
冊
で

す
。
両
方
と
も
作
家
の
手
に
な
る
も
の
で
、
心
理
学

や
精
神
医
学
の
専
門
家
の
書
い
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
専
門
家
が
心
理
面
接
の
様
子
を
一
般
向
け
に

書
い
た
本
で
、
優
れ
た
内
容
の
も
の
も
あ
る
の
で
す

が
、
そ
れ
ら
は
専
門
家
な
ら
で
は
の
分
析
の
怜
悧
さ

の
よ
う
な
も
の
が
目
立
つ
よ
う
に
思
え
て
、
相
手
と

向
か
い
合
う
姿
勢
や
ま
な
ざ
し
と
い
う
点
で
、
私
は

作
家
に
よ
る
こ
れ
ら
の
本
の
方
を
勧
め
た
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

永
沢
光
雄
は
一
九
五
九
年
生
ま
れ
。
ス
ポ
ー
ツ
や

風
俗
を
テ
ー
マ
に
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
を

残
し
ま
し
た
。『
Ａ
Ｖ
女
優
』
は
一
九
九
六
年
に
出
版

さ
れ
た
著
作
で
、
そ
の
名
の
通
り
ア

ダ
ル
ト･

ビ
デ
オ
に
出
演
す
る
女
優

た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
で
す
。

生
い
立
ち
や
来
歴
を
聞
く
中
で
、
女

優
た
ち
一
人
々
々
の
人
と
な
り
が
浮

か
び
上
が
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
大
変
な

生
い
立
ち
を
抱
え
た
人
が
多
い
の
で

す
が
、
著
者
の
ま
な
ざ
し
は
、
い
つ

も
ど
こ
か
あ
た
た
か
い
。
永
沢
光
雄

は
シ
ャ
イ
な
人
で
す
か
ら
、
ほ
の
か

な
あ
た
た
か
さ
で
す
ね
。
偏
見
の
対

象
に
な
り
が
ち
な
人
た
ち
に
対
し

て
、
い
つ
も
対
等
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
続
け
ま
し
た
。

こ
の
本
の
読
者
は
女
性
が
多
い
と
い
う
の
も
、
わ
か

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
著
者
は
二
十
代
の
頃
か
ら
、

起
き
て
い
る
時
は
常
に
酒
を
口
に
し
て
い
る
と
い
う

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
、
う
つ
病
で
も
あ
っ
た
と
い

い
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
の
影
響
も

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
後
に
下
咽
頭
癌
と
な
っ
て

声
を
失
い
ま
す
。
私
は
、
あ
あ
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
こ

の
人
死
ん
じ
ゃ
う
…
と
は
ら
は
ら
し
て
い
た
の
で
す

が
、
や
は
り
四
七
歳
で
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
肝
機
能
障

害
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

村
上
春
樹
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
現
代
日
本
を
代

表
す
る
作
家
で
す
。『
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
は
、

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
を
対
象
に
し
た
、
こ
ち

ら
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
で
す
。
一
九
九
七
年
出
版
。

当
時
は
ま
だ
光
の
当
た
っ
て
い
な
か
っ
た
犯
罪
被
害

者
の
声
を
伝
え
る
、
先
駆
け
的
な
作
品
で
し
た
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
記
述
は
、
相
手
に
内
容
の
確
認
を
求

め
、
そ
の
人
の
あ
り
の
ま
ま
を
伝
え
る
た
め
に
、
作

家
と
し
て
の
文
章
技
法
を
駆
使
し
た
も
の
で
す
。
そ

の
こ
と
が
最
も
表
れ
て
い
る
の
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

人
被
害
者
に
英
語
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

翻
訳
家
で
も
あ
る
村
上
春
樹
の
文
章
の
素
晴
ら
し
さ

に
は
、
目
を
見
張
る
思
い
が
し
ま
す
。
相
手
を
好
き

に
な
ろ
う
と
し
、
相
手
の
心
で
感
じ
よ
う
と
し
た
と
、

著
者
は
述
べ
ま
す
。
心
理
支
援
に
お
い
て
は
、
相
手

に
対
し
て
お
だ
や
か
な
好
感
を
持
て
る
と
良
い
と
も

い
う
の
で
す
が
、
非

常
に
通
ず
る
も
の
を

感
じ
ま
す
。
巻
末
に

置
か
れ
た
夫
を
亡
く

し
た
女
性
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
圧
巻
で

す
。
そ
の
帰
路
、
著

者
は
涙
が
止
ま
ら
な

く
な
り
、
体
の
中
に

こ
ん
な
に
も
沢
山
の

涙
が
あ
っ
た
の
か
と

思
う
ほ
ど
流
れ
て
そ

れ
が
止
ん
だ
時
、
自
分
の

中
で
何
か
が
変
わ
っ
て
い
た
、
と
別

の
著
作
で
述
べ
て
い
ま
す
。

人
を
尊
重
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
相
手
と

対
等
な
立
場
に
立
つ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
と
い

う
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
自
体
が
体
現
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
作
家
に
よ
る
推
敲
を
重
ね
た
文
章

が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
と
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

ま
あ
、
あ
え
て
欠
点
を
言
う
と
、
両
方
と
も
文
庫

本
で
七
百
ペ
ー
ジ
前
後
と
分
量
が
多
い
こ
と
。
と
く

に
『
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
の
方
は
、
本
文
二
段

組
み
で
す
。
私
は
こ
の
本
を
読
む
ま
で
に
長
い
時
間

を
要
し
た
こ
と
を
、
告
白
し
ま
す
。
も
っ
と
も
読
ん

だ
後
は
、
何
で
も
っ
と
早
く
読
ま
な
か
っ
た
ん
だ
！

と
、
後
悔
し
た
の
で
す
が
。
皆
さ
ん
は
マ
ネ
し
な
い

で
く
だ
さ
い
ね
。

こころの健康ブック・レヴューこころの健康ブック・レヴュー
永沢光雄『ＡＶ女優』／永沢光雄『ＡＶ女優』／
村上春樹『アンダーグラウンド』村上春樹『アンダーグラウンド』

○

Vol.
40

今
回
は
、
最
近
普
及
し
て
い
る『
セ
ー
フ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
カ
ー

（
以
下
、
サ
ポ
カ
ー
）』の
お
話
で
す
。
サ
ポ
カ
ー
は
サ
ポ
カ
ー
で
も

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）、
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進

抑
制
装
置
、
車
線
逸
脱
警
報
、
先
進
ラ
イ
ト
を
搭
載
し
た
サ
ポ
カ
ー

Ｓ
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
に
自
動
駐
車
機
能
を
搭
載
し
た
も
の
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
今
後
標
準
装
備
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
高
齢

者
の
方
は
、「
自
分
が
乗
る
最
後
の
車
だ
」と
買
い
替
え
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
件
数
が
多
い
操
作
ミ
ス
や
確
認
ミ
ス
に
よ
る
事

故
は
確
実
に
減
少
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。（
筆
者
の
使
用
感

は
、
周
囲
の
状
況
が
モ
ニ
タ
ー
で
３
６
０
度
確
認
で
き
、
障
害
物
に

接
近
す
る
箇
所
に
黄
色
い
ア
ラ
ー
ム
映
像
、
接
近
し
す
ぎ
る
と
警
報

が
鳴
る
、
車
線
逸
脱
警
報
は
ハ
ン
ド
ル
が
中
央
白
線
に
近
づ
く
と
ハ

ン
ド
ル
を
左
に
寄
せ
る
力
が
働
く
、
な
ど
結
構
評
価
で
き
る
機
能
で

す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
駐
車
場
で
は
正
確
に
駐
車
で
き
る
自
動
駐
車

機
能
は
感
動
的
で
す
。）

安
全
運
転
に
有
効
な
サ
ポ
カ
ー
を
購
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
考

え
て
お
い
た
ら
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

イ
、十
分
な
説
明
を
受
け
る
こ
と
、
で
き
れ
ば
実
地
運
転
で
よ
く
確

認
す
る
こ
と
（
今
ま
で
ど
お
り
自
分
が
安
全
に
運
転
す
る
こ
と

を
心
が
け
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
損
害
を
軽
減
す
る
機
能
だ
と

考
え
る
こ
と
。
セ
ン
サ
ー
が
認
識
し
な
く
て
衝
突
す
る
可
能
性

が
０
で
は
な
い
。）

ロ
、様
々
な
機
能
を
制
御
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
カ
メ
ラ
、
セ

ン
サ
ー
な
ど
を
搭
載
し
て
い
る
た
め
車
体
価
格
が
高
く
、
当

然
事
故
に
よ
り
修
理
す
る
場
合
に
部
品
代
や
修
理
代
も
高
く

な
る
こ
と

ハ
、自
分
が
気
を
つ
け
て
い
て
も
事
故
に
遭
遇
す
る
も
の
。
事
故
の

際
の
車
両
の
損
害
に
備
え
て
、
付
帯
し
な
い
場
合
よ
り
保
険
料

が
高
く
な
る
が
、
結
構
多
い
自
損

事
故
も
補
償
す
る
一
般
条
件
の
車

両
保
険
を
付
帯
す
る
こ
と

物
価
が
日
々
高
く
な
っ
て
い
る
状

況
下
、
家
計
が
許
す
な
ら
、
安
全
に

運
転
す
る
環
境
を
整
え
、
自
分
や
家

族
の
生
活
を
守
る
た
め
に
サ
ポ
カ
ー

は
お
す
す
め
で
す
。

2024年 7月 1日 よりよい生活と平和のために 第 409号　（ 6 ）



北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告

学

生

委

員

会

院

生

委

員

会

教
職
員
委
員
会

留
学
生
委
員
会

Webページ「きぼうの虹pdf版」　https://www.hokudai.seikyou.ne.jp/univcoop/facultymember/backnumber.html

■
履
修
相
談
会
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

４
月
６
日
、
７
日
に
全
体
説
明
会
、
４

月
８
日
～
４
月
12
日
に
は
個
別
相
談
会
を

実
施
し
ま
し
た
！
全
体
説
明
会
で
は
履
修

登
録
の
際
に
気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
を
紹

介
し
、
個
別
相
談
会
で
は
１
対
１
で
の

質
問
対
応
を
行
い
ま
し
た
。
全
体
説
明

会
に
は
２
０
１
３
人
、
個
別
相
談
会
に
は

３
２
０
人
の
新
入
生
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
！
他
に
も
履
修
登
録
制
度
に
つ

い
て
ま
と
め
た
冊
子「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
＋
」の

作
成
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
質
問
対
応
も

行
い
ま
し
た
。

■
春
友
祭

４
月
６
日
、
７
日
に
新
入
生
交
流
企
画

「
春
友
祭
」を
実
施
し
ま
し
た
！
他
の
新
入

生
と
交
流
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

北
大
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。

２
日
間
通
し
て
６
３
０
人
の
新
入
生
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

■
北
大
生
の
生
活

新
入
生
向
け
冊
子「
北
大
生
の
生
活
」の

作
成
を
行
い
ま
し
た
！
新
入
生
の
不
安
を

解
消
し
、
よ
り
大
学
生
活
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
。

■
受
験
生
歓
迎
活
動

２
月
23
日
、
24
日
に
試
験
本
番
前
の

受
験
生
と
北
大
生
が
話
す
企
画「
北
大
生

と
話
そ
う
」を
中
央
食
堂
や
札
幌
市
内
の

ホ
テ
ル
で
実
施
し
、
２
日
間
で
１
０
８
人

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
ま

た
、
受
験
生
応
援
冊
子「
い
な
蔵
」の
作
成

も
行
い
ま
し
た
。

■
新
入
院
生
歓
迎
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

４
月
21
日
、
中
央
食
堂
２
階
に
て「
新

入
院
生
歓
迎
会
２
０
２
４
」を
開
催
し
ま
し

た
！
今
年
度
新
た
に
北
大
文
学
院
に
進
学

し
た
修
士
１
年
生
６
名
の
参
加
が
あ
り
、

自
己
紹
介
や
ラ
ン
キ
ン
グ
ゲ
ー
ム
な
ど
を

し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！
今
後
も
院
生

同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
活
動
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

■
現
勢
７
名
で
活
動
中
！

５
月
17
日
に
２
０
２
４
年
度
第
１
回
委

員
会
を
開
催
し
、
今
年
度
の
活
動
の
見

通
し
や
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
院
生
は
ど
ん
な
ニ
ー
ズ
を
抱
え
て
い

る
の
か
？
院
生
委
員
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
は
何
か
？
な
ど
、
活
動
の
根
幹
に
関

わ
る
議
論
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
６
月

か
ら
は
新
た
な
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、
現

勢
７
名
で
活
動
中
！
ま
だ
ま
だ
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
院
生
の
た
め
に
何
か
活

動
し
て
み
た
い
！
院
生
同
士
の
つ
な
が
り

を
作
り
た
い
！
と
い
う
方
は
院
生
委
員
会

（huinsei@
gm
ail.com

）宛
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
！

■
新
入
留
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
生
協
の
ブ
ー
ス
を
開
設
し
ま
し
た

４
月
３
日
、
新
入
留
学
生
向
け
の
大
学

主
催
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
、
生

協
の
ブ
ー
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。
生
協
に

つ
い
て
留
学
生
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
生
協
へ
の
即
時
加
入
ブ
ー
ス
を
開

設
し
、
生
協
へ
の
加
入
を
促
し
ま
し
た
。

■
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
ま
し
た

主
に
新
入
留
学
生
を
対
象
に
中
央
食
堂

２
階
に
て
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
北
大
ジ
ャ
ズ
研
究
会
に

よ
る
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
留
学

生
は
各
自
の
テ
ー
ブ
ル
で
他
の
学
生
と
話

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
生
協
の
説

明
、
留
学
生
委
員
会
の
説
明
を
行
い
、
北

海
道
な
ど
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
だ

あ
と
、
軽
食
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
軽

食
に
は
ハ
ラ
ー
ル
フ
ー
ド
も
用
意
さ
れ
て

お
り
、
宗
教
上
の
食
事
の
制
限
等
に
か
か

わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
生
徒
を
歓
迎
す
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

■
教
職
員
総
代
会
議
：
４
月
10
日
11
日
、

５
月
８
日
９
日
、
６
月
11
日
12
日
の
昼

休
み
に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
２
０
２
３
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
の
ご

意
見
や
、
４
月
か
ら
販
売
開
始
し
た
内

製
弁
当
や
ベ
ー
グ
ル
サ
ン
ド
に
つ
い
て

の
ご
意
見
の
他
、
書
籍
の
校
費
購
入
時

の
割
引
率
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
食
堂
店
舗
の
混
雑

に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
後
も
総
代
会
議
で
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
で
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
の
定
例
会
議

を
開
催
し
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
お
よ
び

総
代
会
議
で
の
意
見
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
毎
回O

pinion!

や

特
集
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
多
く
の
教
職
員
の

方
に
ご
寄
稿
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
研

究
内
容
や
問
題
意
識
を
お
寄
せ
い
た
だ
け

る
方
、
大
募
集
で
す
。

【 

編
集
後
記 

】

　

前
回
発
行
は
４
月
で
、
ま
だ
雪
も
残
る

寒
い
季
節
で
し
た
が
、
も
う
緑
ま
ぶ
し
く

暑
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
北
大
祭
も
終

わ
っ
て
研
究
も
本
格
化
す
る
頃
で
し
ょ
う

か
。
今
年
も
「
き
ぼ
う
の
虹
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
北
大
の
様
々

な
四
季
、
研
究
に
関
わ
る
ワ
ン
シ
ー
ン
、

何
気
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日
常
の
一
コ
マ

な
ど
を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
す
で

に
ス
マ
ホ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
一
枚
が

「
こ
ん
な
北
大
も
あ
る
の
か
」
と
感
じ
て

も
ら
え
る
一
枚
か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
。

（ 7 ）　第 409号 よりよい生活と平和のために 2024年 7月 1日



2024

7/
～
㊊ ㊏
1 8/31

特選１名、入選４名
副賞：北大生協電子マネーポイント

特選  5,000pt・入選  2,000pt

2024 7 8 31月

北大生協電子マネーポイント  （特選 5,000pt、入選 2,000pt）

土

応募はこちらから

       ※北大カレンダーは横構図の写真のみ対象となります。
5）  その他、大学などから使用の要望が入ることがあります。

2024年 7月 1日 よりよい生活と平和のために 第 409号　（ 8 ）


